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ジクロフェナク類縁体のヒト角膜上皮細胞に対する保護効果
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【目的】ジクロフェナク（DF）は抗炎症作用を発揮する非ステロイド性抗炎症薬

（NSAIDs）として、白内障の手術時に使用されている。最近、我々の研究グルー

プは、DFが他の一般的な NSAIDsと比較してヒト角膜上皮細胞に対して有意な細

胞保護効果を示すことを見出した 1)。本研究では、DFのヒト角膜上皮細胞に対す

る細胞保護効果に関する構造活性相関の解明を目的とした。 

【方法】まず、右図に示すような DF と構造

が類似した 4種類の既存 NSAIDs （アセクロ

フェナク、メフェナム酸、トルフェナム酸、

メクロフェナム酸）について、それらを高浸

透圧条件下でヒト角膜上皮細胞と混合し、24

時間培養（37℃、5% CO2）後における用量依

存的な細胞生存率を調べた。次に、DF の分

子構造を 5つの部分構造に分け、それぞれの

パーツ分子を用いて同様の実験を行った。 

【結果・考察】各実験の構造活性相関の解析から、DF型の化合物がヒト角膜上皮

細胞に対して細胞保護効果を示すためには、少なくとも分子内にジフェニルアミ

ンとフェニル酢酸の両方の構造が含まれている必要があることが分かった。また、

置換基 R1〜R3は細胞保護効果に影響しないことが分かった。これらの結果は、眼

科領域で有用な NSAIDsの探索と創製において重要な知見であると考えられた。 
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